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別府・由布院の2大温泉地を有する「大分県」が1位を獲得！ 

『じゃらん』全国「温泉県」イメージランキング 

株式会社リクルート（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：北村 吉弘、以下リクルート）が発行する旅

行情報誌『じゃらん』は、都道府県についてのアンケート調査を行いましたのでお知らせします。なお、本

内容は旅行情報サイト「じゃらんニュース」でも紹介しております。 

https://www.jalan.net/news/article/603849/ 

■『じゃらん』全国「温泉県」イメージランキング 

Q 温泉と聞いてイメージする都道府県は（3 つまでの複数回答） 

順位 都道府県名 順位 都道府県名

1 大分県 6 兵庫県

2 群馬県 7 岐阜県

3 北海道 8 栃木県

4 静岡県 長野県

5 神奈川県 熊本県

ランキングBEST10

9

 

11 月 26 日は「いい風呂の日」ということで、今回は、温泉と聞いてイメージする都道府県ランキング

の結果をご紹介します。1 位を獲得した大分県は別府温泉郷や由布院温泉などの人気温泉地を有する県

です。今回のランキング BEST10 には、『じゃらん』人気温泉地ランキングでも常に上位にランクインす

る人気の高い温泉を有する県がずらりと並ぶ結果となりました。国内にはたくさんの魅力的な温泉地が

あります。また温泉地の周辺には個性豊かな温泉街があり、おいしいグルメや街歩きが楽しめます。ラ

ンキングの結果を参考に、これから行きたい温泉県を選んでみてください。 

 

【1 位：大分県】コメントの中でも「別府は地獄の湯けむり！」「湯布院が有名だから」とふたつの温泉

地を挙げる回答が圧倒的多数を占めた大分県。温泉湧出量・源泉数ともに日本一を誇る別府温泉郷、次い

で日本２位の由布院温泉という 2 大温泉地があり、「大分といえば温泉のイメージ」のコメント通り、温

泉県の印象が定着しているようです。また、「行ったことがある」に次いで「いつか行ってみたい」とい

う憧れコメントが多く寄せられたのも特徴的です。 

 

【2 位：群馬県】「草津温泉が有名だから！」「湯畑を思い出す」など、草津温泉に関するコメントが多く

寄せられた群馬県。伊香保温泉や万座温泉など個性豊かな温泉街がある中でも、湯畑の湯量や湯もみショ

ーなど草津温泉ならではの伝統が印象強いのか「テレビでよく見る」という声もありました。 

 

 

 

【調査概要】インターネット調査／ 調査時期：2021 年 10 月 1 日（金）～2021 年 10 月 4 日（月） 

 調査対象：47 都道府県在住 20 代～50 代／ 有効回答数：1,005 名（都道府県：MA、選んだ理由：FA） 

https://www.jalan.net/news/article/603849/
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【3 位：北海道】「登別温泉」へのコメントを中心に、洞爺湖温泉、定山渓温泉、十勝川温泉などさまざ

まな温泉地が挙げられた北海道。「有名な温泉地が多い」「いろんな温泉がある」「行って良かった」など

のコメントも多く、札幌や函館からアクセスの良い登別温泉をはじめ、旅行で訪れた温泉地への印象が

多く寄せられました。 

 

【4 位：静岡県】「行ったことがある」「近い」というコメントとともに、伊豆や熱海のイメージが多数を

占めた静岡県。次いで「有名」「旅番組でよく見る」というコメントもあり、レトロかわいいスポットや

海の絶景を望むスポットなど観光地としての人気も後押ししているのではないでしょうか。 

 

その他、5 位以下の都道府県にも「行ったことがある」「知っている」「地元だから」とたくさんの温泉地

の名前が挙がってきました。全国津々浦々、泉質が自慢の温泉や絶景温泉など個性も楽しみ方もいろい

ろ。これからの季節は冬グルメに舌鼓を打ちながら、温泉でほっこり癒やしのひとときを過ごすのも良

いですね。 

 

※紹介している内容は 2021 年 11 月 8 日時点の情報です。 

※本ランキングをご紹介いただく際は、以下クレジットを必ずご使用くださいませ。 

「じゃらん 全国「温泉県」イメージランキング」 

※おでかけの際には、自治体のホームページなどで最新の情報をご確認ください。また、新型コロナウイルス感染症の

拡大の防止に十分ご配慮いただくようお願いいたします。 

 

本件に関する 

お問い合わせ先 
https://www.recruit.co.jp/support/form/ 

 リクルートグループについて 

1960年の創業以来、リクルートグループは、就職・結婚・進学・住宅・自動車・旅行・飲食・美容などの領域において、一人

一人のライフスタイルに応じたより最適な選択肢を提供してきました。現在、HRテクノロジー、メディア&ソリューション、

人材派遣の3事業を軸に、4万6,000人以上の従業員とともに、60を超える国・地域で事業を展開しています。2020年度の売

上収益は2兆2,693億円、海外売上比率は約45％になります。リクルートグループは、新しい価値の創造を通じ、社会からの

期待に応え、一人一人が輝く豊かな世界の実現に向けて、より多くの『まだ、ここにない、出会い。』を提供していきます。 

詳しくはこちらをご覧ください。  

リクルートグループ：https://recruit-holdings.com/ja/     リクルート：https://www.recruit.co.jp/ 

https://www.recruit.co.jp/support/form/

